
＜庄冬史探究③＞纏文時代① 教秤書：P. 8, 9 

[I]縄文時代＇へ
①今ヵら約(1. )年荊(~. )にな溶と気候が温暖になリ海面が土昇

戸海進が起こリ、ほぼ現在に迎ぃ田字県的成立した。この鱈環境の変叱で‘、
大型勤物は絶浪‘し．ニホンジカやイ）シジなとの (3. )が増えた。

{I)日芍鳴の気候が湿暖にな菜のは、地曾年代‘でいうとの時鞘好（ ） 
(2) (l)の釦;;・になったのは今起何年前？ （ ）年前

R樹木も針餐椙麻応、東謬I咀はブサだ漆‘四の (11-. )樹林が、西日
本に起ィな~'([)(t. )樹材：糾認り現代‘のゑ材：を形版` してい某。

⑤こうした自然環境の変化に対応して人々 の生活も大き＜変わり、8芍鳴は
(6. }文化が咸立した。この文化は約(7 )年前捉紀元前伶頃まで
各地で発達した(8. )文化で．この時代を(9. )時ボ；、と呼んで譴。

I)約1万6000年前ヵら約2800ん四0年前頃までの時代‘を何と＼＼や（ ）時代
(.2)今ヵら約1万写細ジ、人類の歴史は何文化を迎えるガ？ （ ）文化

回縄文文化の版立
①縄文文化では (10. )石程に加尤て((I.
小型勤物を捕らえるために(12. )が発明され (13.
ょうにな‘った。

）石蓉が使用され、中・
）が作和る

(l J縄文時代‘に使われるようにな泰石君は？ （ ）石器
(2)U Jの石器が使われるようになると．打製石吾I字使われなくな』蕊0かXが？

（）  
（）  (3) 縄文時代~-中小軟物を狩るために発明された追貝は？

回寵文土器について
①縄文土器lさ員愴模様ヵらつけ年 (f午． 缶 (ts. )で ((6 )の

が疇。時期1守土器の形式‘ヵも (17 )釦（匂）・ (18. )期 (~J ・
(1q.)期（野）・（叩．）期（等）●●(.2(.)期（苔）・（辺幽（翌）の6期に
区分される。 (23. )測定法でエ蓉の年代を測定する。

(I)縄文海の6つの区分ぽ？（ ）鞘→（ 沸→（ 沸→（ 湖→（ ）期
(2) \I)の叩 1香装飾性,~富んで＼＼却のは？ （ ）鞘 →（ ）期
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